
令和６年度 教育課程特例校における特別な教育課程 【実施状況報告】 

 

箕面市立彩都の丘学園 

 

１.概要 

箕面市では平成 27 年 4 月から教育課程特例制度を活用し、箕面市立中学校の全学年において、「英語

コミュニケーション科」を設定し、全ての学年で毎日英語に触れる取り組みを行っています。 

市内の中学校では、年間１４０時間（週４時間）の外国語科（英語）に加えて、総合的な学習の時間

から年間３０時間削減し、｢英語コミュニケーション科｣の授業時数に充てています。英語コミュニケー

ション科を週に 1 時間程度設定することで、毎日英語に触れられる環境作りを行うことができていま

す。特別の教育課程を実施することで、９年間を通して子どもたちが毎日英語に触れられる環境作りを

行っていきます。 

 

２．生徒アンケートの結果 

２９）子どもは、英語でやり取りしたり、発表したりすることに、前向きに取り組んでいる。 

 

順） よく当てはまる  やや当てはまる  あまり当てはまらない  まったく当てはまらない  わからない 

 

 

 

 

３.学校関係者からの意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.今後に向けて 

 

 

・英語コミュニケーション科の設定により、生徒たちが場面・状況に応じて、日常的な話題や社会的な話題

について、英語で情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表現したり伝えあったりする場面が今ま

で以上に多くみられるようになった。 

・6 年生までの英語の授業（活動）で養われた「コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力」が 7 年

生以上の教育に今まで以上に円滑に接続され、「コミュニケーションを図る資質・能力」を生徒たちがより

確実に身につけることができている。 

 

・外国語で他者とコミュニケーションを図る機会をより充実したものとし、生徒たちが、場面や状況に応じ

て情報を整理しながら考えを形成・再構築したりする力を今後も養っていく。また、外国語で他者とコミュ

ニケーションを円滑に行う上で、生徒たちが社会や世界との関わりの中で事象を捉えたり、外国語やその背

景にある文化を理解するなどして相手に十分配慮したりすることが重要である。そうした姿勢を英語コミュ

ニケーション科の中でも養っていく。またニュージーランドのトゥイグレンスクールとの交流を通して積極

的に英語を用いた意思疎通を図る活動を実施する。 
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